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TOP NEWS

　
本
学
家
政
学
部
は
、開
学
以
来
の

教
育
理
念
に
基
づ
い
て
、食
物
栄
養
学

や
児
童
学
の
分
野
に
お
い
て
、知
識
・

技
術
・
心
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
実
践

的
な
専
門
家
の
育
成
に
努
め
て
き
ま

し
た
。今
で
は
、栄
養
・
健
康
や
教
育
・

保
育
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
分
野
で
、

多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。�

������������

　
さ
て
―
平
成
三
年
に
大
学
設
置
基

準
が
大
綱
化
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
大

綱
化
の
柱
は
、大
学
に
お
け
る
教
育
内

容
・
方
法
の
改
善
を
各
大
学
が
自
己

責
任
に
お
い
て
行
い
、絶
え
ず
そ
の
点
検
・

評
価
を
実
施
す
る
と
い
う
教
育
改
革

に
あ
り
ま
す
。
本
学
に
お
い
て
は
、従

来
か
ら
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
間
の
教
育

や
研
究
を
含
む
大
学
全
体
の
改
善
・

改
革
に
つ
い
て
の
自
己
点
検
・
評
価
の

ま
と
め
と
し
て
、ま
も
な
く
「
教
育
と

研
究
」が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
さ
ら
に
、二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し

て
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、

全
学
を
挙
げ
て
な
お
一
層
の
教
育
内
容
・

方
法
の
改
善
に
向
け
て
の
方
策
を
探

り
な
が
ら
、見
直
し
や
工
夫
を
行
い
、

そ
の
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。特
に
、教

育
目
標
や
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の

適
切
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、そ
し
て
個
々

の
教
員
の
教
育
能
力
開
発
の
た
め
の

全
学
的
か
つ
組
織
的
な
研
究
・
研
修
、

す
な
わ
ち
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト（
F
D
）を
大
学
全
体
の
最
重

点
課
題
と
し
て
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
の
四
月
に
は
F
D
推
進
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。す
で
に
本
学
で
は
、

授
業
内
容
・
方
法
の
改
善
に
資
す
る
た

め
の
教
員
の
研
修
会
と
し
て「
教
育
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
」、授
業
に
対
す
る
学
生

の
率
直
な
声
を
把
握
し
授
業
改
善
に

生
か
す
た
め
の「
学
生
に
よ
る
授
業
評

価
」
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

れ
に
よ
り
更
な
る
F
D
の
具
現
化
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、平
成
十
年
度
か
ら
導
入
し
た

G
・
P
・
A
制
度
に
よ
る
表
彰
が
本
学

の
創
立
記
念
式
典
の
際
に
、各
学
科
・

学
年
の
な
か
の
極
め
て
成
績
優
秀
な

学
生
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
い
ま
、大
学
関
係
者
に
と
っ
て
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
言
葉
は「
F
D（
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）」か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
F
D
と
は
、個
々
の
教
員

の
教
育
内
容
・
教
育
方
法
等
の
改
善
へ

の
取
り
組
み
を
全
学
を
挙
げ
て
推
進

し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。�

　
本
学
で
も
、建
学
の
精
神
に
基
づ
い

て
設
定
さ
れ
た
各
科
の
教
育
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
を
確
立
し
、

二
年
間
に
わ
た
る
系
統
的
か
つ
効
率

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
を
自
己
点
検
・
評
価
す
る

た
め『
教
育
と
研
究
』
を
発
行
し
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
今
年
度
か
ら「
F
D
推
進
委

員
会
」
を
組
織
し
、な
お
一
層
の
F
D

推
進
を
図
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
、F
D
推
進
が
叫
ば
れ
る

背
景
に
は
、現
在
の
日
本
の
大
学
・
短

期
大
学
が
社
会
の
付
託
に
十
分
に
応

え
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
る
か
ら

で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
大
学
人
は
、そ

の
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、多
様
化

し
て
き
て
い
る
個
々
の
入
学
生
に
対
し

て
き
め
細
や
か
な
教
育
を
行
い
、有
為

の
人
材
を
養
成
し
て
社
会
へ
送
り
だ

す
シ
ス
テ
ム
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
、個
々
の
教
員
の
教
育
内
容
・

方
法
の
不
断
の
改
善
は
も
と
よ
り
、全
学
、

各
科
ご
と
に
組
織
的
な
研
究
・
研
修
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
に
は
、各
授
業
科
目
の
詳

細
な
内
容
・
計
画
で
あ
る
シ
ラ
バ
ス�

�������������

活
用
の
検
討
で
す
。個
々
の
教
員
が
そ

の
授
業
科
目
に
つ
い
て
履
修
す
る
学
生

を
対
象
と
し
て
、毎
回
の
授
業
を
迎
え

る
に
当
た
っ
て
、そ
の
時
間
の
授
業
内

容
の
大
綱
や
あ
ら
か
じ
め
読
ん
で
お
く

文
献
の
提
示
等
を
行
う
な
ど
、準
備

学
習
の
指
示
を
内
容
と
し
て
、充
実
し

た
授
業
の
実
施
・
授
業
目
標
の
達
成
を

目
指
す
こ
と
で
す
。�

　
ま
た
、G
・
P
・
A（
グ
レ
ー
ド
・
ポ
イ

ン
ト・ア
ベ
レ
ー
ジ
）制
度
の
導
入
に
よ
り
、

成
績
評
価
に
つ
い
て
厳
正
な
質
の
確
保

を
目
指
す
と
と
も
に
、成
績
優
秀
な

学
生
の
表
彰
制
度
な
ど
を
具
体
化
し

ま
し
た
。�

※ＦＤとは�
　Faculty Developmentの略、�
「Faculty」は教員、「Development」
は開発ということから「ＦＤ」は「大学教
員資質開発運動」と解され、「大学の
教員が所属大学における自己の義務を
果たすために必要な専門的能力を自主
的に形成し、維持し、改善するために行
う活動の総体」と定義づけられています。�
　本学では、「中村学園中期総合計画」
（平成10年度から平成14年度までの
5ヶ年の教育・研究および財務計画）
における教育計画の一環として「ＦＤの
推進と授業内容の充実」を揚げており、
平成11年度にＦＤ推進委員会を設置し、
以降、種々の教育・運営計画に関する
検討を行っていくことが予定されています。�

大
学
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
推
進�

〜
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
〜�

短
期
大
学
部
に
お
け
る
Ｆ
Ｄ
推
進�

〜
有
為
の
人
材
を
育
成
〜�

大学・家政学部長�
島内　博行�

�

短期大学部長�
西岡　弘晃�

�

「教育と研究」（1995年度版）�
1999年度版は9月刊行予定�

G・P・A表彰�

「シラバス」（1999年度版）�
年間の授業の内容・計画が示されている。�

中村学園大学・中村学園大学短期大学部では
ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント《教員資
質開発運動》）の更なる促進のため、平成11
年度4月から「ＦＤ推進委員会」を発足、平成
11年5月14日（金）の創立記念式典において�
「第１回GPA表彰」が行われた。�

―FD（ファカルティ・ディベロップメント）の更なる推進！―�

～より質の高い教育をめざして～�

﹇
家
政
学
部
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学
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�
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口
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﹇
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田
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恵
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�
庄
嶋
　
明
子�

松
田
　
弘
美�

波
呂
小
百
合�

末
次
　
則
子�

�

成
清
　
智
穂�

野
中
　
美
里�

井
上
貴
美
子�

青
柳
　
治
美�

﹇
短
期
大
学
部
﹈�

〜
平
成
十
一
年
度
は
二
十
二
名（
大
学
十
名
、短
期
大
学
部
十
二
名
）が
表
彰
さ
れ
る
〜�

G
・
P・
A
表
彰
者
�

①
「
Ｇ
・
Ｐ
」（
グ
レ
ー
ド
・
ポ
イ

ン
ト
）と
は�

　
学
生
が
履
修
し
た
科
目
の

成
績
に
つ
い
て
、各
期
末（
通

年
科
目
に
つ
い
て
は
年
度
末
）

に
「
優
」「
良
」「
可
」「
不
可
」

と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。グ
レ

ー
ド
・
ポ
イ
ン
ト（
Ｇ
・
Ｐ)

と
は
、

こ
の
評
価
を
次
の
と
お
り
点

数
化
し
た
も
の
で
す
。�

「
優
」
の
評
価
は
特
優
と
優
に

分
け
て
点
数
化
し
て
い
ま
す
。�

﹇
成
績
﹈　
　
　﹇
Ｇ
・
Ｐ
﹈�

特
優
…
…
…
…
…
…
４�

優
　
…
…
…
…
…
…
３�

良
　
…
…
…
…
…
…
２�

可
　
…
…
…
…
…
…
１�

不
可
・
欠
席
・
失
格
…
０�

②
「
Ｇ
・
Ｐ
・
Ａ
」（
グ
レ
ー
ド
・

ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
ー
ジ
）と
は�

　
前
年
度
の
履
修
登
録
科
目

（
教
職
課
程
を
含
む
）に
つ
い
て
、

各
科
目
の
Ｇ
・Ｐ
に
そ
れ
ぞ
れ

の
科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
て

得
た
値
の
合
計
を
、全
履
修

登
録
科
目
の
合
計
単
位
数
で

除
し
て
得
た
値
。�

③
Ｇ
・
Ｐ
・
Ａ
表
彰
制
度
と
は�

　
昨
年
一
年
間
の
学
業
成
績

の
Ｇ
・
Ｐ
・
Ａ
が
三
・
〇
以
上
の

者
で
最
も
高
か
っ
た
者
を
各

学
科（
専
攻
）・
科
か
ら
選
ん
で

表
彰
す
る
も
の
で
、各
学
年
の

対
象
人
数
は
次
の
と
お
り
で

す
。�

﹇
大
学
﹈�

﹇
家
政
学
部
﹈�

食
物
栄
養
学
科�

　
食
物
栄
養
学
専
攻
　
二
名
以
内

　
管
理
栄
養
士
専
攻
　
三
名
以
内

児
童
学
科�

　
児
童
学
専
攻
　
　
　
二
名
以
内�

　
児
童
教
育
学
専
攻    

三
名
以
内�

�﹇
短
期
大
学
部
﹈�

　
食
物
栄
養
科
　
　 

四
名
以
内

　
家
政
科
　
　
　
　
　
四
名
以
内

　
幼
児
教
育
科
　
　
　
四
名
以
内�

※
平
成
十
年
度
入
学
生
か
ら
適
用

さ
れ
た
制
度
で
す
。�

※「
Ｇ
・
Ｐ
・
Ａ
表
彰
制
度
」
に
つ
い
て�

（
二
年
）�

（
二
年
）�

（
二
年
）�

（
二
年
）�

（
二
年
）�

（
二
年
）�

（
二
年
）�
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〜
学
友
自
治
会
は
新
入
生
の
み
な
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
！
〜�

多
く
の
意
見
で
よ
り
良
い
学
園
に�

　
中
村
学
園
大
学
お
よ
び
中
村
学
園
大

学
短
期
大
学
部
の
学
友
自
治
会
は
、現
在
、

大
学
執
行
部
が
九
名
、短
期
大
学
部
執

行
部
が
五
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
主
な
活
動
は
、サ
ー
ク
ル
活
動
を
円
滑

に
行
う
た
め
の
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
・
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
、新
入
生
歓
迎
運
動
会
、前
期
・

後
期
総
会
、ク
ラ
ス
委
員
長
会
議
な
ど
で

す
。�

　
サ
ー
ク
ル
に
関
し
て
の
活
動
は
、毎
月

キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
を
行
い
、活
動
状
況
の

細
か
い
報
告
や
書
類
に
つ
い
て
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
毎
年
、五
月
末
日
に
行
わ
れ
る
新
入

生
歓
迎
運
動
会
で
は
、新
入
生
だ
け
で
な

く
、サ
ー
ク
ル
の
参
加
も
あ
り
、多
く
の
学

生
が
多
種
多
様
な
競
技
に
汗
を
流
し
ま

す
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
苦

労
が
あ
り
ま
す
が
、学
友
自
治
会
Ｏ
Ｂ
と

と
も
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。多
く
の

新
入
生
が
活
躍
す
る
、よ
り
盛
大
な
歓

迎
運
動
会
に
な
る
よ
う
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。�

　
六
月
に
は
前
期
総
会
を
行
い
、決
算
・

予
算
の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
、総
会
は
サ
ー
ク
ル
の
昇
格
や
降

格
を
議
決
す
る
最
も
大
切
な
場
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
十
二
月
に
は
各
サ
ー
ク
ル
の
キ
ャ
プ
テ

ン
と
会
計
で
一
泊
二
日
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は
、先
生
方
と
の

意
見
交
換
や
質
問
を
行
う
フ
リ
ー
ト
ー

キ
ン
グ
、書
類
の
書
き
方
や
サ
ー
ク
ル
規

約
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。研
修
会
で
は
、時
間
が
経
つ
に
つ
れ
サ

ー
ク
ル
代
表
の
表
情
が
引
き
締
ま
り
、リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
修
得
し
て
い

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。�

　
学
外
活
動
で
は
、地
域
と
の
交
流
を

図
る
城
南
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
と

行
事
へ
の
参
加
、福
岡
県
下
大
学
交
流

会
議
、九
州
地
区
リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
、主

催
大
学
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
り
、中

村
学
園
の
良
い
所
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
こ
の

姿
勢
を
忘
れ
ず
、学
内
の
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。�

　
学
友
自
治
会
は
、学
生
の
意
見
を
取

り
い
れ
、反
映
さ
せ
る
場
で
す
。
皆
さ
ん

の
多
く
の
意
見
で
中
村
学
園
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

◎薬膳研究室の設置にあたり�

◎家政科文化海外研修を終えて�

◎英語・文化海外研修のお知らせ�

�

◎多くの意見でより良い学園に�

◎広く世界に目を向けて�

大
学
学
友
自
治
会
　
会
長
　
松
永
　
茂
樹 

（
大
学
児
童
教
育
学
専
攻
　
三
年
）�

薬
膳
研
究
室
の
設
置
に
あ
た
り�

〜
中
国
″食
医
″の
歴
史
を
科
学
的
に
解
明
〜�

学
長
　
山
元
　
寅
男�

短期大学部・家政科　講師　サミュエル・アンドリュウ・マイヤーホーフ�

　国際化の時代が来たと言われて、随分
時がたつ。�
　私が料理の勉強にフランスへ行った時
に、料理の修行に来ている20代前半の日
本の若者数名と話をする機会があった。
彼らの話を聞くと、労働ビザがとれないため、
観光ビザでフランスへ来て、レストランの
調理場に入り、料理の勉強をするのである。
3ヶ月すると一度フランス以外の国へ出て、
また帰って来ないと不法滞在になる。しかし、
彼らにはそんな暇はないという。その為、
ほとんどの者が不法滞在で１～２年働くの
である。その間、給料はもらえないので、日
本から持ってきた全財産をいつも腹巻の
中に持っている。また、けがや病気もでき
ない。病院に行くと不法滞在がバレるの
である。それでも、彼らは目的を持って来て
いるので、生き生きとした毎日を送っていた。
イタリアやフランスのレストランでは、朝8
時30分位に店に入り、夜の12時位まで働
く。途中2～3時間位の休憩はあるが大変
な働きぶりである。もちろん外国人と一緒
に働くのであるから語学力がなくては仕
事にならない。�
　最近は海外に出かける若者が多くなっ
てきたが、できれば何か目的を持って、語
学力を身につけて出かけてほしいと思う。
よく『身振り、手振りで何とか通じるよ』と
いう人がいるが、自分がそう思っているだ
けで、実際には通じていないのではない
のだろうか。会話ができれば、もっと深くそ
の国の事が理解できると思う。�

広く世界に�
目を向けて�

7

短期大学部・家政科�
助教授　松隈　紀生�
�

　
中
国
で
は
、古
代
か
ら
薬
物
と
食

物
に
は『
薬
食
同
源
』の
哲
学
が
あ
り
、

先
人
の
知
恵
の
集
積
で
あ
る
薬
用
食

物（
薬
膳
）に
よ
り
人
々
の
健
康
と
生

命
が
守
ら
れ
て
き
た
。�

　
一
方
、
世
界
に
お
い
て
薬
用
食

物
の
研
究
が
進
展
し
、近
年
食
物
の

伝
承
薬
効
が
物
質
レ
ベ
ル
で
科
学
的

に
解
明
さ
れ
新
『
薬
食
同
源
』が
誕

生
し
て
き
た
。し
か
し
そ
の
薬
用
食
物

を
調
理
に
利
用
し
た
薬
膳
が
、人
間

の
健
康
に
貢
献
で
き
る
の
か
、そ
の
効

果
に
関
し
て
の
科
学
的
な
解
明
は
な

さ
れ
て
い
な
い
。�

　
現
在
の
我
が
国
で
は
、食
生
活
は

健
康
の
保
持
、増
進
な
ら
び
に
疾
病

の
予
防
に
、重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
始
め
た
。
本
学

に
お
い
て
、国
民
の
健
康
管
理
に
寄
与

す
る
薬
膳
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
、

平
成
七
年
に
上
海
中
医
薬
大
学
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、短
期
大

学
部
食
物
栄
養
科
の
三
成
由
美
教

授
が
派
遣
さ
れ
た
。�

　
今
こ
そ
中
国
の
周
礼
に
記
さ
れ
た

“食
医
”が
活
動
の
出
番
で
あ
る
。中

国
医
学
の
薬
膳
の
知
識
、食
材
の
薬

効
知
識
、そ
し
て
こ
れ
ま
で
本
学
が
蓄

積
し
て
き
た
調
理
学
の
知
識
と
技
術

で
健
康
管
理
に
寄
与
で
き
る
料
理
を

開
発
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
を
対
象

と
し
た
研
究
を
行
う
こ
と
で
中
国
古

来
の
良
い
伝
統
を
科
学
的
に
証
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。�

　
本
学
に
薬
膳
研
究
室
を
開
設
す

る
に
あ
た
り
、わ
が
国
に
お
け
る
病
気

の
予
防
や
健
康
管
理
に
薬
膳
の
科
学

的
研
究
を
通
し
て
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
る
。�

中村学園大学学生・�
中村学園大学短期大学部学生�
のための� 海外研修�英語・文化海外研修� 家政科 文化海外研修�

1999 Vancouver Study-Abroad Trip.

We arrived safely in Vancouver on 
Saturday, February 20th.�
After that, we spent three glorious, but 
wet, weeks in Vancouver, Canada.�
�
We took several afternoon trips and 
excursions.  But by far, the highlights 
had to be Nakamura Day, taking the 
skyride up Grouse Mountain, and the 
weekend to Victoria. In particular, we 
all enjoyed seal-, sea-lion-, and eagle-
watching.

On our return, we stopped over in Los 
Angeles for a few days to visit 
Disneyland and Universal Studios. A 
splendid time was had by all. Students 
returned to Japan with many fond 
memories.

Butchart Gardens, Vancouver Island（March 5,1999）�

Vancouver Public Aquarium.  �
Vancouver Canada （March 1,1999）�

by Samuel Andrew Meyerhoff.

※家政科文化海外研修は①カナダ・アメリカ②イギリス・フランスの2コースにて、�
　平成11年2月20日～3月17日に実施されました。�

新入生歓迎運動会�

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
研
修
―�

英
語
・
文
化
海
外
研
修
の
お
知
ら
せ�

中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学

短
期
大
学
部（
家
政
科
以
外
）で
は
、

学
生
の
授
業
科
目
の
一
つ
と
し
て

「
英
語
・
文
化
海
外
研
修
」
を
平

成
六
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る
。�

　
今
年
も
以
下
の
日
程
で
実
施

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、大
学
十
二
名
、

短
期
大
学
部
九
名
、計
二
十
一
名
が
、

こ
の
夏
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ

る
。�

平
成
十
一
年
七
月
三
十
日
〜�

八
月
二
十
六
日
ま
で
の
二
十
八
日
間�

■
日
程�

特
別
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
り
、

実
生
活
で
通
用
す
る
英
語
力
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。ま
た
、メ
ル
ボ
ル
ン
見
学
や
リ
バ
ー

ク
ル
ー
ズ
、シ
ド
ニ
ー
市
内
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
見

学
等
予
定
さ
れ
て
い
る
。�

■
内
容�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・メ
ル
ボ
ル
ン
大
学�

■
研
修
先�
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REPORT
◎平成十年度卒業生就職状況�◎就職活動体験談�

◎平成11年度公開講座の概要�

◎健康生活のススメ�

　
あ
っ
と
い
う
間
に
大
学
生
活
を
終
え
、

四
月
か
ら
社
会
人
と
し
て
新
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。今
、就
職
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
へ
、就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。一
つ
目

は
、何
か
自
分
な
り
の
目
標
を
立
て
て

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
途
中
で

辛
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、目
標
が
あ

れ
ば
、き
っ
と
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
で

す
。二
つ
目
は
、面
接
で
は
、笑
顔
を
心

掛
け
、あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
出
す
と
い

う
こ
と
で
す
。�

　
就
職
活
動
は
暗
く
辛
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、電
話
の
か
け
方
や
人
と
の
接

し
方（
話
し
方
）な
ど
、勉
強
に
な
る
こ
と

が
多
く
、社
会
人
に
な
る
心
構
え
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。自
分
の
将
来
を
決
め
る

大
切
な
こ
の
時
期
、健
康
管
理
を
十
分

に
行
い
、就
職
活
動
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。�

　
平
成
十
年
度
卒
業
生
の
四
月
末
日

現
在
の
就
職
内
定
状
況
は
、大
学
六
五
・

七
％
、短
期
大
学
部
八
五
・
一
％
で
あ
っ
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
大
学
・
短
期
大
学

部
と
も
全
体
で
約
六
・
五
％
程
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
。こ
れ
は
戦
後
最
悪
の
失
業
者

数
と
発
表
さ
れ
た
よ
う
に
不
安
定
な
経

済
状
況
が
背
景
に
あ
る
。新
規
採
用
よ

り
は
リ
ス
ト
ラ
を
優
先
し
て
い
る
採
用
側

の
状
況
が
う
か
が
え
る
。�

　
全
国
で
も
九
州
が
最
も
厳
し
い
内
定

率
で
あ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、本
学

は
そ
れ
を
上
回
る
就
職
内
定
率
と
な
っ

て
い
る
。こ
れ
は
本
学
卒
業
生
の
高
い
評

価
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も

続
く
厳
し
い
就
職
環
境
の
中
、学
生
の
就

職
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
学
生
課
で
は
、�

◎
就
職
説
明
会�

◎
就
職
セ
ミ
ナ
ー�

◎
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー�

◎
模
擬
試
験�

◎
個
人
面
談�

な
ど
、就
職
活
動
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
続
け

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　（
学
生
課
）�

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、本
学
卒
業
生
へ
高
い
評
価�

東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
入
社�

陶
山
　
智
実�

�

平
成
11
年
度
第
二
十
六
回
公
開
講
座
の
概
要�

「時軸をさゆらぎにつつ鎮もれる�
　　　　　　　　杜の大樹の風格凛々し」�
　青葉の季節になると風雪に耐えてきた
杜の大樹が若葉を躍動させ、懐に小鳥た
ちを宿し温かく見守りながら歌声に聴き
入る。その凛々しい姿は健康そのもので
あり私に活力を与えてくれる。借景ながら
私は裏山の大樹の風格に魅せられて健康
生活の答えを得ている。�
　健康は、誰にとってもかけがえのない
尊いものである。�
　Health conditionは人間の持ってい
る身体的・精神的及び社会的能力を十分
に発揮出来るよう常に健やかな状態であ
りたいと願う。�
　人それぞれに体力づくりを考える。ある
人は万歩計に歩数を刻み、又、ダンベル体操・
水泳・山歩き等、体に良いことには余念が
ない。�
　30種以上の食材を使った料理法を工
夫するのもその一つで、自分自身にあっ
た健康管理である。�
　私は、前任校に勤務していた頃199段
の石段を登らなければなかった。一気に
登ると運動強度が高くなり、血液中の乳酸
という疲労物質の蓄積量が徐々に多くな
るので有酸素運動による歩行で身体への
負担を軽くし快適に登るよう心がけていた。
今でも階段を登る時は、この呼吸法を思
い出す。�
　この頃、土に親しむようになり健康管理
を大自然に求めている。�
　四季を通して変化する大自然の風情に
目覚め、人知れず咲いている路傍の小さ
な草花に心を洗う。�
　冷たい土を素足で踏むと、季節の鼓動
が聞こえてくる。健康に生きる力強さが伝
わってくる。�

健康生活�
のススメ�

大学・食物栄養学科�
助教授　林　静子�

�
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～季節の鼓動を感じながら～�
�

今
年
で
二
十
六
回
を
数
え
る
中
村
学
園

大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
主

催
の
公
開
講
座
の
概
要
が
、
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
を
考

え
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、現
代
社
会
の

問
題
と
な
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。�

�

■
開
催
日�

　
平
成
十
一
年
九
月
十
八
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
五
日
（
土
）�

　
　
　
　
　
　
十
月
二
日
（
土
）�

�

■
開
催
時
間�

　
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で�

�

■
テ
ー
マ�

　
①
生
活
環
境
と
健
康�

　
―
住
ま
い
・
衣
服
―�

　
②
心
を
豊
か
に
す
る
街
の
中
の
造
形�

　
③
ア
レ
ル
ギ
ー
と
食
物�

　
④
思
春
期
の
こ
こ
ろ�

　
⑤
人
間
関
係
と
言
葉
遣
い�

　
⑥
が
ん
を
予
防
す
る
食
生
活
と
ラ
イ

　
　
フ
ス
タ
イ
ル�

�

■
会
場�

　
中
村
学
園
大
学
・�

　
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部�

　
西
一
号
館
大
講
義
室�

�

■
受
付
期
間�

　
平
成
十
一
年
八
月
二
十
日
（
金
）
〜

　
九
月
十
日
（
金
）�

◎
申
し
込
み
方
法
等
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
本
学
庶
務
課
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

T
E
L 

○
九
二
ー
八
五
一
ー
二
五
五
九�

（
大
学
　
児
童
教
育
学
専
攻�

　
平
成
十
年
度
卒
業
）�

就
職
活
動�

―
社
会
人
に
な
る
心
構
え
が
で
き
ま
し
た
！
―�

―
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
を
考
え
る
」
―�

体
験
談�

�

■食物栄養学専攻� ■管理栄養士専攻�

■児童学専攻� ■児童教育学専攻�

■食物栄養科� ■家政科�

■幼児教育科�

※就職決定数を100とする。�

保育士�
60.0％�教諭�

32.7％�

事務�
31.5％� 栄養士�

67.8％�

事務�
100％�

栄養士�
77.5％�

大学5.7％�

病院�
8.6％�

高等学校�
　45.7％�

中学校2.85％�

食品・製造2.85％�
委託給食2.85％�
その他2.85％�
卸小売2.85％�
サービス2.85％�
�

公務員�
8.6％�

公務員2.85％�
金融・保険2.85％�

製造業2.85％�

運輸・通信2.0％� その他2.0％�

病院�
31.0％�

食品製造�
14.1％�

公務員�
8.5％�

公務員�
1.4％�

委託給食�
17.0％�

社会福祉�
施設 2.8％�

製造業7.0％�

サービス7.0％�
卸小売7.0％�

保育所�
45.1％�

公務員�
5.9％�

施設�
3.9％�

幼稚園�
31.3％�

金融�
5.9％�

卸小売3.9％�

小学校�
19.0％�

幼稚園�
49.2％�卸小売�

11.1％�

サービス�
7.9％�

大学3.2％�
運輸・通信1.6％�

金融・保険4.8％�

公務員1.6％�

公務員1.6％�

委託給食�
14.5％�食品製造�

11.8％�

病院�
15.1％�

施設3.9％�

サービス�
7.9％�
卸小売�
7.9％�

その他�
1.3％�

�

公務員0.7％��

公務員�
1.9％�

大学0.7％�

金融・保険�
33.3％�

卸小売�
24.7％�

製造業�
10.5％�

サービス�
20.1％�

公務員2.3％�

保育所�
57.1％�

公務員1.4％�

幼稚園�
32.7％�

施設1.4％�

サービス2.0％�
金融・保険3.4％�

卸小売1.0％� 製造業0.5％�
公務員0.5％�

大　　学�

短　期　大　学　部�

事務�
22.5％�

保育所�
2.8％�

サービス�
1.4％�

事務�
13.7％�
教員�
31.4％�

保育士�
54.9％�

事務�
30.2％�

教員�
68.2％�

保育士�
1.6％�

保育所�
19.1％�金融・保険�

6.6％�

運輸・通信�
　3.7％�

事務�
7.3％�

栄養士�
31.4％�

教員�
54.3％�

事務�
14.3％�

教員0.7％�

建設業5.5％�

製造業5.3％�
建設業1.9％�
運輸・通信0.7％�
不動産0.7％�

A B

C
D

A

B
C

D
E

施設5.7％�

A

B

C

D

A

B

C

D

E
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�

◎流通科学部情報ホームページ完成�

◎４月からテレビ番組スタート！�

◎卒業生の近況報告�

　
流
通
科
学
部
・
流
通
科
学
科
（
平
成

十
二
年
四
月
に
開
設
予
定
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
六
月
一
日
か
ら
公
開
さ
れ
ま

し
た
。�

　
新
学
部
の
設
置
目
的
、
概
要
は
も
ち

ろ
ん
、
新
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
や
、

地
元
企
業
家
の
声
を
掲
載
す
る
な
ど
、

新
学
部
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
来
年
三
月

ま
で
逐
次
更
新
し
て
い
く
予
定
で
、
中

村
学
園
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直

接
リ
ン
ク
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。�

流
通
科
学
部
（
設
置
認
可
申
請
中
）�

情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成�

四
月
か
ら
テ
レ
ビ
番
組
ス
タ
ー
ト�

流
通
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
の
ぞ
い
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｏ
！
」�

�

西
村
　
綾
子
さ
ん（
大
学
　
児
童
教
育
学
専
攻
　
平
成
元
年
度
卒
）�

　
中
村
学
園
大
学
提
供
に
よ
る
テ
レ
ビ
番

組「
流
通
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
の
ぞ
い
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｏ
！
」

が
四
月
四
日（
日
）か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
番
組
は
、来
年
四
月
、新
学
部「
流

通
科
学
部
」の
設
置（
認
可
申
請
中
）に

あ
た
り
、「
流
通
」に
少
し
で
も
興
味
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
今

村
敦
子
さ
ん
。番
組
の
最
初
に
ク
イ
ズ
を

出
し
、取
材
や
調
査
を
進
め
な
が
ら
、疑

問
を
分
か
り
や
す
く
解
決
し
て
い
き
ま
す
。�

　
テ
ー
マ
は
す
べ
て「
流
通
」に
関
す
る
疑

問
。Ｃ
Ｄ
売
上
の
利
益
配
分
っ
て
ど
う
な
っ

て
る
の
？
格
安
の
国
内
・
海
外

旅
行
っ
て
ど
う
し
て
あ
ん
な
値

段
で
募
集
で
き
る
の
？
な
ど「
知

っ
て
納
得
」の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。�

　
番
組
の
終
わ
り
に
は
、中
村

学
園
大
学
の
Ｃ
Ｍ
を
放
送
。在

学
生
や
教
職
員
に
よ
る
施
設

紹
介
・
イ
ベ
ン
ト
告
知
の
他
、新

学
部
の
最
新
情
報
を
提
供
し

ま
す
。�　放送は毎週日曜日午前

11時25分から11時30分まで。�

ＦＢＳ福岡放送にて9月まで

放送されます。�

―
シ
ン
フ
ィ
ン
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
（
イ
ギ
リ
ス
）
で
の�

　
文
部
省
若
手
教
員
海
外
研
修
を
終
え
て
―�

　
平
成
二
年
春
、期
待
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
教
職
に
就
き
今
年
で
十
年
目
。

あ
っ
と
い
う
間
の
九
年
間
で
し
た
。い
つ

も
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
走
り
回
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。�

　
そ
ん
な
私
に
、昨
年
の
春
、勤
務
校
の

校
長
先
生
か
ら「
二
カ
月
間
の
若
手
教

員
海
外
派
遣
に
決
定
し
ま
し
た
よ
」と

い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。真
っ
先
に
、頭
に

浮
か
ん
だ
の
は
、出
会
っ

た
ば
か
り
の
受
け
持
ち
の

子
ど
も
た
ち
と
二
カ
月

間
も
離
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。し
か
し
、こ
の
子
た
ち

と
の
学
級
の
め
あ
て
を「
Ｔ

Ｒ
Ｙ
」と
し
て
い
た
私
。自

分
の
Ｔ
Ｒ
Ｙ
を
や
っ
て
み

よ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。�

　
そ
し
て
、九
月
二
十
三

日
。台
風
の
影
響
が
残
る

日
本
を
後
に
、平
成
十
年

度
文
部
省
若
手
教
員
海

外
派
遣
の
一
員
と
し
て

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
十
九

名
の
仲
間
た
ち
と
成
田

か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。�

　
研
修
中
の
二
カ
月
間
は
、英
国（
イ
ギ

リ
ス・ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）及
び
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
国
を
訪
問
し
、各
地
域
の
教
育
省
で

教
育
事
情
に
つ
い
て
の
説
明
と
学
校
の

視
察
、イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
て
四
週
間
の
学

校
研
修（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

た
っ
た
一
人
で
！
）を
行
い
ま
し
た
。�

　
現
地
の
教
育
事
情
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、日
本
と
の
あ
ま
り
の
違
い
に
み

な
、驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。学
校

は
“教
育
の
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
と
こ
ろ
だ
”

と
い
う
こ
と
、つ
ま
り
生
徒
と
い
う
お
客

に
い
か
に
自
分
た
ち
の
学
校
を
選
ん
で

も
ら
う
か
、そ
の
た
め
に
教
師
の
採
用
権

も
教
育
内
容
の
決
定
権
も
そ
の
学
校

独
自
に
持
た
せ
て
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

あ
る
意
味
で
の
厳
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。�

　
四
週
間
の
学
校
研
修
で
は
、一
教
師

と
し
て
シ
ン
フ
ィ
ン
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。授
業
参
観
・

ホ
ー
ル
で
の
給
食
・
校
外
学
習
そ
し
て
、

実
際
に
四
十
時
間
に
及
ぶ
授
業
実
践
等
、

忙
し
い
な
が
ら
も
楽
し
く
充
実
し
た
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供
た

ち
の
笑
顔
は
世
界
共
通
。一
生
懸
命
に

な
れ
ば
言
葉
の
壁
を
飛
び
越
え
て
理
解

し
合
え
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。�

　
十
年
目
。こ
の
私
の
Ｔ
Ｒ
Ｙ
は
、も
う

一
度
初
心
に
戻
っ
て
ガ
ン
バ
レ
と
い
う
導

き
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。同
年
代

の
校
種
が
異
な
る
先
生
方
と
の
出
会
い

も
、大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。二
カ

月
前
に
、子
ど
も
た
ち
と
離
れ
る
こ
と

に
思
い
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
、帰
国
後
、

子
ど
も
た
ち
と
出
会
っ
て
み
る
と
、そ
の

心
を
よ
り
近
く
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
子
ど
も
と
と
も
に
、夢

を
も
ち
続
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
。そ

し
て
、も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
の
目
の
輝
き
に
出
会
っ
て
い
き
た

い
。�

　
十
年
目
。
新
た
な
Ｔ
Ｒ
Ｙ
の
始
ま
り

で
す
。�

▲ロンドンで１日目の研修を終えて（前列右から２人目が西村さん）�

▲研修校シンフィン・プライマリースクールでの学習風景�

〔ホームページアドレス〕 �
 http:／／www.nakamura-u.ac.jp／�
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◎白木教授が名誉教授に�

◎平成11年度入学試験結果について�

◎平成12年度入学試験要項が決定（概要）�

�

◎進学説明会・キャンパス公開日程！�

◎スチューデントアドバイザー決定！�

平
成
十
二
年
度
入
試
要
項
決
定
（
概
要
）�

平
成
十
一
年
度
入
試
結
果
に
つ
い
て�

［中村学園大学　家政学部］�
推薦入学選考�

出願期間� 平成11年11月1日（月）～11月11日（木）�

平成11年11月19日（金）�

10：00～11：30（90分）�

12：30～�

小論文�

面　接�

平成11年11月30日（火）�

選  考  日�
選  考  場� 本学（福岡）�

調査書・小論文・面接による総合評価とする。�

本学（福岡）�

本学（福岡）・広島・宮崎・沖縄�

本学（福岡）�

2教科の合計得点（各教科100点、200点満点）による�

※詳細については、本学・入試課までお問い合わせください。�

3教科の合計得点（各教科100点、300点満点）による�

（注）選択科目－食物栄養学科は、数学・化学・生物�
　　から1科目選択、児童学科は、数学・化学・生物�
　　・地理・日本史・世界史から1科目選択。�

調査書・小論文・面接による総合評価とする。�

選考科目�

選考方法�
合格発表�

試験入学選考�

出願期間� 平成12年１月７日（金）～１月26日（水）�

平成12年２月４日（金）�

10：00～11：00（60分）�

11：30～12：30（60分）�

13：30～14：30（60分）�

国　語�

英　語�

選択科目�

平成12年２月12日（土）�

試  験  日�

選  考  場�

選考科目�

選考方法�

合格発表�

推薦入学選考�
出願期間� 平成11年11月１日（月）～11月11日（木）�

平成11年11月20日（土）�

10：00～11：30（90分）�

12：30～�

小論文�

面　接�

平成11年11月30日（火）�

選  考  日�
選  考  場�

選考科目�

選考方法�
合格発表�

試験入学選考�
出願期間� 平成12年１月７日（金）～１月26日（水）�

平成12年２月３日（木）�

10：00～11：00（60分）�

11：30～12：30（60分）�

国　語�

食物栄養科�

幼児教育科�

家　政　科�

英　語�

平成12年２月12日（土）�

試  験  日�

試  験  場�

選考科目�

選考方法�

合格発表�

［中村学園大学短期大学部］�

平成11年度　専攻別志願者・受験者・合格者�

［中村学園大学 家政学部］�

学　　科�

食物栄養�
食物栄養学�

管理栄養士�

児　　童�

合　　　計�

児　童　学�

児童教育学�

専　　攻� 志願者� 受験者� 合格者� 競争率�

学　　科�

食物栄養�
食物栄養学�

管理栄養士�

児　　童�

合　　 計�

児　童　学�

児童教育学�

専　　攻� 志願者� 受験者� 合格者� 競争率�補欠合格�

［推薦（公募制）］�

※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第3位以下を四捨五入）�

※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第3位以下を四捨五入）�

※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第3位以下を四捨五入）�

※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第3位以下を四捨五入）�

［一　　般］� （　　）は、男子内数�

（　　）は、男子内数�

　50（  7）�

 122（  2）�

41（  5）�

 62（18）�

 275（32）�

100（    7）�

425（    7）�

169（ 19）�

 390（ 95）�

1084（128）�

100（　　7）�

421（　　7）�

169（　19）�

 389（　94）�

1079（127）�

　38（　2）�

98（　1）�

59（　2）�

 177（30）�

 372（35）�

　50（  7）�

 121（  2）�

41（  5）�

 62（18）�

 274（32）�

　17（  2）�

30（  0）�

16（  0）�

27（  4）�

 90（  6）�

2.94�

4.03�

2.56�

2.30�

3.04

2.63�

4.30�

2.86�

2.20�

2.90

8�

15�

6�

26�

55

平成11年度　科別志願者・受験者・合格者�

［中村学園大学短期大学部］�

［大　学］� ［短期大学部］�

［推薦（公募制）］�
学　　科�

食物栄養科�

家　政　科�

幼児教育科�

合　　　計�

志願者� 受験者� 合格者� 競争率�

学　　科�

食物栄養科�

家　政　科�

幼児教育科�

合　　　計�

志願者� 受験者� 合格者� 競争率�

［一　　般］� （　　）は、男子内数�

（　　）は、男子内数�

補欠合格�

　196（  2）�

 56（  0）�

225（  6）�

 477（  8）�

 

　362（  3）�

 209（  0）�

424（17）�

 995（20）�

 

　361（  3）�

208（  0）�

419（17）�

 988（20）�

 

　169（  1）�

 177（  0）�

187（  1）�

 533（  2）�

 

196（  2）�

 56（  0）�

225（  6）�

477（  8）�

 

　120（  1）�

 50（  0）�

137（  0）�

 307（  1）�

 

1.63�

1.12�

1.64�

1.55

2.14�

1.18�

2.24�

1.85

0�

1�

10�

11

白
木
教
授
が
名
誉
教
授
に�

―
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
―�今

年
三
月
末
に
退
職
さ
れ
た
、白
木
静
枝

教
授
に
対
し
て
中
村
学
園
大
学
名
誉
教

授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

六
月
十
四
日
に
名
誉
教
授
の
称
号
記
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。�

　
こ
れ
は
、白
木
教
授
の
本
学
教
授
と
し

て
の
、長
年
に
わ
た
る
教
育
・
学
術
上
の
功

績
に
対
し
て
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

■進学説明会・キャンパス公開日程決定！�

〔進学説明会〕�

〔キャンパス公開〕�

「私達がご案内します」�■スチューデントアドバイザー決定！�

日　時�
1回目�

2回目�

平成11年８月  ３日（火）�
10：00～15：30

平成11年９月18日（土）�
13：00～17：00

本　学（福岡市城南区別府5－7－1）�

受験生・父母�
（高校1～2年生の方も参加できます）�

施設見学・模擬講義・学校紹介�
ＶＴＲ上映・Student Adviserによる�
キャンパスツアー・�
入試相談・在学生との懇談・寮見学等�

場　所�

対　象�

内　容�

９月以降については予定の時刻となっています。�

児童学専攻�
4年�

木下　美和�

食物栄養科�
2年�

中川　智子�

長 崎 市�

佐 賀 市�

北九州市�

福 岡 市�

下 関 市�

那 覇 市�

鹿児島市�

宮 崎 市�

大 分 市�

熊 本 市�

９/３０�（木）15：00～18：00 マリトピア�

９/２９�（水）15：00～18：00 長崎プリンスホテル�

９/２８�（火）15：00～18：00 リーガロイヤルホテル小倉�

１２/  ９�（木）15：00～18：00 福岡ファッションビル�

９/２５�（土）13：00～16：00 福岡ファッションビル�

１２/１０�（金）15：00～18：00 熊本テルサ�

１０/  ４�（月）15：00～18：00 熊本ニュースカイホテル�

９/２７�（月）15：00～18：00 トキハ会館�

１０/  ６�（水）15：00～18：00 ＭＲＴ  micc

１０/  ２�（土）13：00～17：00 那覇市民会館�

１０/  １�（金）13：00～18：00 那覇市民会館�

１０/  5（火）15：00～18：00 鹿児島サンロイヤルホテル�

９/２４�（金）15：00～18：00 海峡メッセ下関�

本学を実際に見てみたい方に、本学の学生（スチューデントアドバイザー）による学校案内を
行っています。平日（月～金）の午前9時～午後5時の間でキャンパスをご案内いたしますので、
希望者は事前に入試課（電話092-851-2531）まで、電話予約をお願いいたします。�

平成12年度入学試験のための、進学説明会とキャンパス公開の日程・会場が決まりました
のでお知らせします。各会場では進学に関するあらゆるご質問にお答えいたします。時間
内出入り自由・予約不要・入場無料です。多数のご来場をお待ちしています。�

食物栄養学専攻�
4年�

田中加奈子�

食物栄養学専攻�
4年�

牧園恵理子�

家　政　科�
2年�

庄嶋　明子�

家　政　科�
2年�

平　　弓美�

家　政　科�
2年�

宮岡麻由子�

「平日の大学の雰囲気も一見の価値アリです。」� 「一緒に学校探検しましょう。新しい発見があると思います。」�

白木　静枝　教授�

�

キャンパス公開では、�
記念テレホンカードが�
もらえるよ！�

■
平
成
十
一
年
度
入
試
と
の
変
更
点�

◎
推
薦
入
学
選
考
―
出
願
資
格
に
お
い
て
現
役（
平
成
十
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
）の
み
に
変
更
と
な
っ
た
。�

◎
試
験
入
学
選
考
―
試
験
会
場
に
つ
い
て
沖
縄
会
場
が
追
加
と
な
っ
た
。�

◎
試
験
入
学
選
考
―
試
験
科
目
に
お
け
る
児
童
学
科
選
択
科
目
に
つ
い
て
地
理（
地
理
Ｂ
）が
追
加
と
な
っ
た
。�

◎
推
薦
入
学
選
考
―
出
願
資
格
に
お
い
て
現
役（
平
成
十
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
）の
み
に
変
更
と
な
っ
た
。�

◎
試
験
入
学
選
考
―
試
験
日
に
つ
い
て
全
学
科
と
も
同
一
日
程
と
な
っ
た
。�

﹇
中
村
学
園
大
学
﹈�

﹇
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
﹈�
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平成11年度�
予算について�

支　出　の　部�
科　　　　　目� 11年度予算額� 前年度予算額� 増　減（△）�

消費支出の部�
科　　　　　目� 11年度予算額� 前年度予算額� 増　減（△）�

（単位千円）� （単位千円）�

（単位千円）�

（単位千円）�

消費収入の部�
科　　　　　目� 11年度予算額� 前年度予算額� 増　減（△）�

収　入　の　部�
科　　　　　目� 11年度予算額� 前年度予算額� 増　減（△）�

平成11年度消費収支予算書�平成11年４月１日から�平成12年３月31日まで� 平成11年度資金収支予算書�平成11年４月１日から�平成12年３月31日まで�

学生生徒納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 等 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12

前年度繰越支払資金�

収 入 の 部 合 計 �

学 生 生 徒 納 付 金 �

手 数 料 �

寄 付 金 �

補 助 金 �

資 産 運 用 収 入 �

資 産 売 却 差 額 �

事 業 収 入 �

雑 収 入 �

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8

帰 属 収 入 合 計 �

基 本 金 組 入 額 合 計 �

消 費 収 入 の 部 合 計 �

�

消 費 支 出 の 部 合 計 �

当年度消費支出超過額�

前年度繰越消費収入超過額�

翌年度繰越消費収入超過額�

翌年度繰越消費支出超過額�

人 件 費�

教 育 研 究 経 費�

（ 減 価 償 却 額 ）�

管 理 経 費�

（ 減 価 償 却 額 ）�

借 入 金 等 利 息�

資 産 処 分 差 額�

〔 予 　 備 　 費 〕�

1�

2�

�

3�

�

4�

5

人 件 費 支 出�

教育研究経費支出�

管 理 経 費 支 出�

借入金等利息支出�

借入金等返済支出�

施 設 関 係 支 出�

設 備 関 係 支 出�

資 産 運 用 支 出�

そ の 他 の 支 出�

〔 予 　 備 　 費 〕�

資金支出調整勘定�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

�

10

次年度繰越支払資金�

支 出 の 部 合 計 �

4,360,930�
196,720�
15,100�

1,172,470�
81,340�

0�
159,920�
68,560�

6,055,040�

△　2,440,620�

3,614,420

3,582,580�

1,221,090�

（　　374,570）�

446,030�

（　　　62,680）�

27,740�

0�

15,400�

5,292,840�

1,678,420�

545,440�

―　　　�

1,132,980

3,335,240�

1,143,960�

（　　350,490）�

345,020�

（　　　61,770）�

40,060�

225,480�

15,400�

5,105,160�

130,940�

　　　676,380�

545,440�

―　　　�

247,340�

77,130�

（　　24,080）�

101,010�

（　　　910）�

△　　12,320�

△　　225,480�

0�

187,680�

�

4,311,520�
163,000�
25,390�

1,113,380�
72,410�
8,380�

163,000�
108,450�
5,965,530�

△　　991,310�

4,974,220

4,360,930�
196,720�
11,090�

1,172,470�
81,340�

0�
159,920�
68,560�

0�
1,111,230�
77,410�

△　1,100,930�

6,307,320�

12,446,060

3,500,210�
846,520�
383,350�
27,740�
212,210�
1.677,680�
432,040�
26,640�
225,220�
15,400�

△　　　95,370�
5,194,420�
12,446,060

3,298,020�
793,470�
283,250�
40,060�
397,930�
1,252,210�
145,090�
30,690�
262,440�
15,400�

△　　227,260�
6,307,320�
12,598,620

202,190�
53,050�
100,100�

△　　12,320�
△　185,720�
425,470�
286,950�

△　　4,050�
△　　37,220�

0�
131,890�

△　1,112,900�
△　152,560

4,311,520�
163,000�
19,460�

1,113,380�
72,410�
10,260�
163,000�
108,450�
360,000�
1,040,260�
187,560�

△　1,185,840�

6,235,160�

12,598,620

49,410�
33,720�

△　　　10,290�
59,090�
8,930�

△　　　8,380�
△　　　3,080�
△　　　39,890�

89,510�

△　1,449,310�

△　1,359,800

　　49,410�
　　33,720�
△　　8,370�

　　59,090�
　　8,930�

△　　10,260�
△　　3,080�
△　　39,890�
△　360,000�

70,970�
△　110,150�

84,910�

72,160�

△　152,560

　Pさんは、このごろよく笑います。自

分のドジや失敗を、問わず語りに語り

ながら大笑い。つられて私まで笑って

しまいます。ただカウンセラーとして

の私は、話題の背後にある彼女の喪失

感や怒りといったものまで、よく伝わ

ってくるようになったなとも思うの

です。�

　最初にお会いした時、彼女は笑わな

いヒトでした。思い詰めた様子には、

張り詰めた糸のような印象さえ受け

ました。理想に燃え、勉強に実習にと

頑張ってこられたのですが、食欲がな

いのと夜が眠れないのとで、さらには、

いくつかの「症状」もあるようでした。

そんな彼女に私は、コンピュータの回

路が、出口を見つけられないまま超高

速で空回りしているのを連想したの

を覚えています。�

　私ども心理臨床家は、大人の方の面

接をしながらも、しばしば彼らの中の「子

どもの心」に出会います。生まれて初

めてお母さんのオッパイを口に含ん

だあのヨロコビ、抱っこのアタタカサ。

思いかなわず放っておかれたサビシサ、

そしてイカリ。オトナであれコドモで

あれ、そしてロウジンであろうとも、我々

はそのような「子どもの心」と向き合い、

そして折り合いを付けていかねばな

らないもののようです。�

�

　何だかこんなことを考えている私に、

Pさんが、「ナニ、ムツカシソウナカオ

をシテイルンデスカ」と笑っています…。�

【子どもの心】�

短期大学部・幼児教育科�
講師　山崎　篤�

�
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学
校
法
人
中
村
学
園
の
平
成
十
一
年

度
予
算
は
、去
る
三
月
十
八
日
の
評
議
員

会
及
び
三
月
二
十
五
日
の
理
事
会
に
お
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、教
育
と
経

営
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、学
園
全
体
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
財
政
の
健
全
化
を
目
指
す

こ
と
で
す
。�

　
昨
年
、中
期
総
合
計
画
を
作
成
し
一

年
経
過
し
た
の
で
、教
育
・
経
営
計
画
を

見
直
し
、こ
れ
を
基
本
予
算
と
し
て
平
成

十
一
年
度
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。�

　
各
学
校
の
収
支
予
算
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

「
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
」�

　
収
入
の
部
で
は
、学
生
納
付
金
収
入
は

前
年
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、前
受
金
収
入

が
新
設
学
部
へ
の
入
学
定
員
振
替
の
為

減
少
し
、当
年
度
収
入
合
計
は
前
年
度

比
二
・
四
％
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
支
出
に
関
し
て
は
、教
育
研
究
経
費
に

お
い
て
、国
際
学
会
発
表
旅
費（
十
一
名
）

や
薬
膳
研
究（
共
同
研
究
）の
費
用
を
計

上
し
ま
し
た
。ま
た
、入
試
課
・
教
務
課
電

算
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
料
や
ア
ニ
マ

ル
セ
ン
タ
ー
機
械
の
整
備
等
を
計
上
し
ま

し
た
。�

「
施
設
設
備
」の
主
な
も
の
は
、�

・
新
学
部
棟
建
設
工
事（
大
学
・
短
大
負

　
担
分
）�

・
電
話
交
換
機
取
替�

・
図
書
館
書
架
増
設�

・
微
生
物
実
験
室
設
置�

・
講
義
室
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
へ
取
替�

・
学
生
用
バ
イ
ク
駐
輪
場
屋
根
増
設
等

　
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。�

「
新
設
学
部
」�

　
平
成
十
二
年
四
月
開
設
の
流
通
科
学

部
の
予
算
と
し
て
、学
術
雑
誌
・
学
生
募

集
費
・
広
報
誌
関
係
等
の
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。�

「
施
設
設
備
関
係
」で
は
、�

・
新
学
部
棟
建
設
工
事（
流
通
科
学
部

　
負
担
分
）�

・
教
育
研
究
用
機
器
備
品�

・
そ
の
他
の
機
器
備
品�

・
図
書�

等
の
開
設
準
備
の
為
の
費
用
を
計
上
し

ま
し
た
。�

「
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
」�

生
徒
納
付
金
収
入
で
は
中
学
校
の
入
学

時
施
設
費
を
改
定
し
ま
し
た
。し
か
し
、

前
年
度
の
第
四
棟（
中
学
棟
）の
建
築
に

係
る
借
入
金
収
入
が
な
い
為
、当
年
度
の

収
入
合
計
は
前
年
度
比
十
八
・
九
％
の
減

と
な
り
ま
す
。�

　
支
出
の
部
で
は
、第
四
棟（
中
学
棟
）の

新
築
に
伴
い
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
リ
ー
ス
料
や

学
校
紹
介
Ｖ
Ｔ
Ｒ
手
直
し
費
用
を
計
上

し
て
い
ま
す
。�

「
施
設
設
備
関
係
」で
は
、�

・
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
工
事�

・
小
講
義
室
の
設
置
工
事�

・
食
堂
の
改
修
工
事
及
び
空
調
機
設
置�

　
工
事�

・
駐
輪
場
増
設
工
事�

・
校
長
室
改
修
、空
調
機
取
替�

・
第
四
棟（
中
学
棟
）備
品
関
係�

・
視
聴
覚
室
Ａ
Ｖ
設
置�

　
等
事
業
計
画
に
基
づ
き
計
上
し
ま
し
た
。�

「
三
陽
中
学
校
・
高
等
学
校
」�

　
教
育
研
究
費
関
係
で
は
、国
際
情
報

系
進
学
コ
ー
ス
に
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）の
為
の
視
察
・
引
率
費
用
を

計
上
し
ま
し
た
。�

「
施
設
設
備
関
係
」で
は
、�

・
第
二
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
改
造
工
事�

・
駐
輪
場
用
地
取
得�

・
新
駐
輪
場
南
側
道
路
建
設
工
事�

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー
ド
法
面
防
護
の�

　
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事�

　
等
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。�

「
学
園
総
合
」�

　
学
園
全
体
の
資
金
収
支
予
算
の
収
入

の
面
で
は
本
年
度
は
借
入
金
収
入
を
計

上
し
な
い
た
め
、当
年
度
収
入
合
計
は
前

年
度
よ
り
二
億
二
、四
〇
〇
万
円
減
の
六

十
一
億
三
、八
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。こ

れ
に
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
収

入
の
部
合
計
百
二
十
四
億
四
、六
〇
〇
万

円
で
前
年
度
よ
り
一
億
五
、二
〇
〇
万
円

の
減
と
な
り
ま
す
。�

　
支
出
の
面
で
は
、人
件
費
支
出
で
は
教

職
員
の
増
、定
昇
及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
に

よ
る
増
加
。施
設
設
備
関
係
支
出
で
は
、

新
学
部
棟
建
設
工
事
費
や
各
学
校
の
施

設
設
備
の
充
実
と
し
て
七
億
一
、二
〇
〇

万
円
の
増
と
な
り
、当
年
度
支
出
合
計
は

前
年
度
に
比
し
て
、九
億
六
、〇
〇
〇
万

円
の
増
と
な
り
、次
年
度
繰
越
支
払
資

金
は
前
年
度
よ
り
十
一
億
一
、二
〇
〇
万

円
減
の
五
十
一
億
九
、四
〇
〇
万
円
と
な

り
ま
す
。�

　
消
費
収
支
予
算
は
、帰
属
収
入
合
計

六
十
億
五
、五
〇
〇
万
円
で
前
年
度
比
僅

か
一
・
五
％
の
増
収
見
込
と
な
り
ま
し
た
。�

こ
れ
に
基
本
金
組
入
額
二
十
四
億
四
、○

○
○
万
円
を
控
除
し
た
三
十
六
億
一
、四

○
○
万
円
が
消
費
支
出
に
充
当
可
能
な

収
入
で
、前
年
度
比
二
七
・
三
％
減
と
な

り
ま
す
。�

　
消
費
支
出
予
算
は
資
産
処
分
差
額
の

計
上
が
な
い
も
の
の
人
件
費
・
管
理
経
費

の
増
に
よ
り
消
費
支
出
の
部
の
合
計
は

前
年
度
と
比
し
て
三
・
七
％
の
増
加
と
な

り
消
費
収
入
と
比
較
す
る
と
十
六
億
七
、

八
〇
〇
万
円
の
当
年
度
消
費
支
出
超
過

と
な
り
ま
す
。こ
れ
に
前
年
度
ま
で
の
繰

越
消
費
収
入
超
過
額
五
億
四
、五
〇
〇

万
円
を
差
し
引
く
と
翌
年
度
へ
繰
越
消

費
支
出
超
過
額
は
十
一
億
三
、二
〇
〇
万

円
と
な
り
ま
す
。�

　
以
上
が
平
成
十
一
年
度
の
予
算
の
概
要

で
す
が
、今
後
は
、少
子
化
に
伴
い
学
生
・

生
徒
数
の
確
保
が
困
難
に
な
る
中
で
の

財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
、予
算
執

行
に
当
っ
て
は
適
正
且
つ
厳
正
な
執
行
に

努
め
ま
す
。�
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海
外
出
張
の
記
録�

教
職
員
の
動
き�

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ�

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
人
は
、国
民
年
金

に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
在
学
中
の
病
気
や
事

故
で
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
や
、老
後
に
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、学
生

も
二
十
歳
か
ら
全
員
加
入
と
な
っ
て
お
り
、保
険

料
の
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、学
生
の

保
険
料
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、本

人
及
び
親
元
世
帯
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）�

　
現
在
の
年
金
手
帳
は
年
金
制
度
共
通
の
基

礎
年
金
番
号
と
な
っ
て
お
り
、就
職
時
に
は
必

ず
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。�

　
加
入
手
続
き
や
詳
し
い
こ
と
は
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
役
場
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。�

中
村
学
園
事
業
部
の�

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
を�

独
立�

　
学
校
法
人
中
村
学
園
の
収
益
事
業
部

門
と
し
て
給
食
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
村

学
園
事
業
部
で
は
、関
連
会
社
と
し
て
、

有
限
会
社
「
ジ
ー
エ
ヌ
レ
ス
ト
ラ
ン
ズ
」
を

平
成
十
年
十
二
月
八
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
次
の
三
店
舗

に
て
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。�

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街

三
番
八
号
�

博
多
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
二
号
館
一
階
�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
九
二‐
四
七
一‐
○
四
八
四
�

（
営
業
時
間
・
七
時
〜
二
十
二
時
）�

　
図
書
館
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
よ
り�

〜
徳
富
蘇
峰
氏
ビ
デ
オ
紹
介
〜�

熊
本
が
生
ん
だ
天
成
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト�

　
こ
の
ビ
デ
オ
は
、徳
富
蘇
峰
氏
の
甥
に
あ

た
り
、氏
に
い
と
し
が
ら
れ
て
い
た
倉
園
昭

雄
元
教
授（
平
成
九
年
退
職
）か
ら
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。�

　
蘇
峰
は
、一
八
八
七
年
に
日
本
最
初
の
総

合
雑
誌「
国
民
之
友
」
を
発
行
、
続
い
て

一
八
九
〇
年
に「
国
民
新
聞
」を
創
刊
し
、

晩
年
の
一
九
五
二
年
に
は「
近
世
日
本
国

民
史（
一
〇
〇
巻
）」を
完
成
さ
せ
た
。�

　
ビ
デ
オ
は
、日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
草

分
け
と
も
言
え
る
氏
の
生
涯
を
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
で
、明
治
・
大
正
・

昭
和
前
半
と
い
う
、戦
争
や
震
災
、世
界
大

戦
な
ど
激
動
の
時
代
、様
々
な
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
対
立
の
中
で
も
、民
衆
に
真
実
を
伝

え
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
た
九
十
五
年

の
生
涯
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。�

　
と
か
く
平
和
慣
れ
し
た
現
代
の
我
々
に
、

改
め
て
信
念
を
全
う
す
る
こ
と
の
力
強
さ

や
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
作
品
で
あ
る
。�

短期大学部�
食物栄養科�
教　授�

松田　潤治�

短期大学部�
食物栄養科�
教　授�

小田　隆弘�

大　学�
食物栄養学科�
教　授�

古川　公成�

短期大学部�
食物栄養科�
講　師�

吉田　弘子�

大　学�
食物栄養学科�
助教授�
本間　学�

大　学�
児童学科�
教　授�

山田　達雄�

あさひ幼稚園�
�

常勤講師�
秀平　花子�

短期大学部�
食物栄養科�
常勤副手�

福本　あずさ�

大　学�
児童学科�
常勤助手�
片桐　誓子�

教務課�
課　員�

中村　智道�

教務課�
課　員�

大岩　さおり�

教務課�
課　員�

横田　摩利�

図書課�
課　員�

谷頭　知加子�

入試課�
課　員�
金　成淑�

事
務
組
織
変
更
に
つ
い
て�

　
こ
の
度
、事
務
組
織
検
討
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
事
務
組
織
の
一
部
が
改
組

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
広
報
室
が
廃
止
さ

れ
、新
た
に
入
試
課
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
大
学
・
短
期
大
学
部
全
体

の
広
報
及
び
入
試
に
関
す
る
学
生
募
集

活
動
は
広
報
室
、入
試
の
実
施
か
ら
入
学

手
続
き
ま
で
は
教
務
課
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
て
い
ま
し
た
。入
試
課
設
置
に
伴
い
、

入
試
に
関
す
る
業
務
は
入
試
課
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、今
後
多
様
化
が
予
想

さ
れ
る
入
試
制
度
へ
の
対
応
が
で
き
う
る

体
制
が
整
っ
た
と
い
え
ま
す
。�

　
な
お
、次
年
度
以
降
も
中
村
学
園
中

期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、「
事
務
組
織
体

制
の
一
層
の
充
実
及
び
業
務
合
理
化
」

を
視
野
に
お
い
た
改
革
を
推
進
し
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

氏
名
・
職
名
①
訪
問
国
・
期
間
②
目
的�

〔
大
　
　
　
学
〕�

太
田
　
英
明
　
教
授�

①
ア
メ
リ
カ�

　
Ｈ
11
・
３
／
21
〜
３
／
29�

②
米
国
化
学
会（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
研

究
発
表�

佐
々
木
　
美
智
子
　
助
教
授�

①
ア
メ
リ
カ�

　
Ｈ
11
・
３
／
６
〜
３
／
18�

②
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ス
テ
イ
ト
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
校
　D

epartm
ent 

of Sociology

とU
C

バ
ー

ク
レ
ー
の
見
学
、
児
童
福
祉

に
関
す
る
資
料
収
集�

山
田
　
達
雄
　
教
授�

①
カ
ナ
ダ�

　
Ｈ
11
・
４
／
10
〜
４
／
20�

②
全
日W

C
C
E
S

理
事
会
出

　
席
及
び�

　
比
較
国
際
学
会CIES

出
席
、�

　
研
究
発
表
　�

新任者紹介�
学生も20歳から
必ず加入�

　
翌
年
の
春
の
選
抜
を
か
け
、関
東

大
会
で
快
進
撃
を
す
る
そ
れ
ま
で
甲

子
園
と
は
無
縁
の
高
崎
高
校
、無
欲

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
川
端
を
書
い
た「
ス

ロ
ー
カ
ー
ブ
を
も
う
一
球
」。79
年
夏

の
甲
子
園
、箕
島
対
星
稜
戦
の
延
長

16
回
に
起
き
た
勝
敗
を
分
け
る「
落
球
」

を
取
り
上
げ
た「
８
月
の
カ
ク
テ
ル

光
線
」等
ス
ポ
ー
ツ
の
一
瞬
を
題
材

に
し
た
、８
つ
の
短
編
か
ら
な
る
一

冊
で
す
。�

　
な
か
で
も
、雑
誌N

u
m
b
e
r

創
刊
号

で
の
著
者
の
デ
ビ
ュ
ー
作「
江
夏
の

21
球
」は
特
に
好
き
な
作
品
で
す
。79
年
、

日
本
シ
リ
ー
ズ
広
島
対
近
鉄
戦
の
３

勝
３
敗
で
迎
え
た
第
７
戦
、広
島
１

点
リ
ー
ド
の
９
回
裏
１
イ
ニ
ン
グ
に
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
江
夏
が
投
げ
た
、21
球

だ
け
の
ド
ラ
マ
で
す
。そ
の
後
、僅
か

こ
の
21
球
を
め
ぐ
り
、数
々
の
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
が
幾
度
と
な
く
取
り
上
げ
、

秋
に
な
る
と
フ
ァ
ン
や
評
論
家
の
間

で
必
ず
語
ら
れ
る
密
度
の
濃
い
こ
の

場
面
を
、詳
細
に
描
い
た
の
が
こ
の

作
品
で
す
。�

　
普
段
、何
気
な
く
見
て
い
る
ス
ポ

ー
ツ
の
、裏
側
に
あ
る
無
限
の
ド
ラ

マ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。�

一
冊
の
本�

管財課係長�
　田　国広�

華
・
鴻
臚（
中
華
・
洋
食
）�

は
な
　
こ
う
ろ
�

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街

四
番
四
号
�

博
多
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
一
号
館
一
階
�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
九
二‐
四
六
一‐二
四
五
五
�

（
営
業
時
間
・
七
時
〜
二
十
三
時
）�

夢
・
鴻
臚（
和
食
）�

ゆ
め
　
こ
う
ろ
�

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
四
丁

目
三
番
十
八
号
�

サ
ン
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
地
下
一
階
�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
九
二‐
四
五
一‐九
二
一
五
�

（
営
業
時
間
・
七
時
〜
二
十
五
時
）�

和
気
愛
愛（
和
食
）�

わ
き
　
あ
い
あ
い
�

「
ス
ロ
ー
カ
ー
ブ
を�

　
も
う
一
球
」山
際
淳
司�

�

〜
広
報
室
か
ら
入
試
課
へ
〜
�

◎
平
成
十
一
年
度
役
職
者�

（
平
成
十
一
年
四
月
一
日
付
）�

◎
新
任�

（
平
成
十
一
年
四
月
一
日
付
）�

（
平
成
十
一
年
七
月
一
日
付
）�

学
生
部
長�

家
政
科
主
任�

福
田
　
　
靖�

西
岡
　
弘
晃�

◎
昇
任
・
昇
格
・
配
置
転
換
等�

（
平
成
十
一
年
四
月
一
日
付
）�

教
授（
大
学
）�

教
授�

（
短
期
大
学
部
）� 山

根
　
一
文（
助
教
授
）�

◎
退
職�

（
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
）�

（
平
成
十
一
年
六
月
三
十
日
付
）�

教
授�

教
授�

教
授�

教
授�

助
手�

助
手�

常
勤
副
手�

あ
さ
ひ
幼
稚
園
教
諭�

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス�

労
務
職
員�

木
下
　
武
人�

白
木
　
静
枝�

権
藤
與
志
夫�

今
泉
　
憲
治�

江
頭
　
美
穂�

森
近
　
修
子�

竹
田
　
美
佳�

中
村
小
百
合�

豆
田
　
正
秀�

図
書
課
課
員�

鍋
山
　
珠
紀�

助
手�

田
中
　
美
鈴（
副
　
手
）�

副
手�

有
村
美
由
紀（
常
勤
副
手
）�

教
授（
大
学
）�

赤
堀
　
光
信�

三
成
　
由
美（
助
教
授
）�

教
授�

（
短
期
大
学
部
）� 久
富
さ
よ
子（
助
教
授
）�

入
試
課�

課
長�

坂
口
　
浩
隆�

助
教
授�

（
短
期
大
学
部
）� 阿
部
志
麿
子（
講
　
師
）�

助
教
授�

（
大
学
）�

古
相
　
正
美（
講
　
師
）�

教
授（
大
学
）�

教
授（
大
学
）�

教
授（
短
期
大
学
部
）�

教
授（
短
期
大
学
部
）�

助
教
授（
大
学
）�

講
師（
短
期
大
学
部
）�

常
勤
助
手�

常
勤
副
手�

あ
さ
ひ
幼
稚
園�

常
勤
講
師�

教
務
課
課
員�

教
務
課
課
員�

教
務
課
課
員�

古
川
　
公
成�

山
田
　
達
雄�

小
田
　
隆
弘�

松
田
　
潤
治�

本
間
　
　
学�

吉
田
　
弘
子�

片
桐
　
誓
子�

福
本
あ
ず
さ�

入
試
課
課
員�

図
書
課
課
員�

金
　
　
成
淑�

谷
頭
知
加
子�

横
田
　
摩
利�

大
岩
さ
お
り�

中
村
　
智
道�

秀
平
　
花
子�

短
期
大
学
部�

教
授�

（
　
　
　
　
）�

教
授（
大
学
）�

古
賀
　
範
雄�

短
期
大
学
部�

助
教
授�

（
　
　
　
　
）�

講
師（
大
学
）�

中
野
　
裕
史�

助
手�

（
併
任
講
師
）�

（
　
　
　
　
）�

広
報
室
室
長�

（
課
長
補
佐
待
遇
）�

（
　
　
　
　
）�

管
財
課�

課
長
補
佐�

鳥
越
　
偉
弘�

管
財
課�

係
長�

（
　
　
　
）�

管
財
課�

係
長�

餅
田
　
国
広�

管
財
課�

課
員�

（
　
　
　
）�

図
書
課�

係
長�

松
尾
よ
し
子�

図
書
課�

課
員�

図
書
課�

課
員�

（
　
　
　
）�

入
試
課�

課
員�

八
尋
　
雅
典�

教
務
課�

課
員�

（
　
　
　
）�

入
試
課�

係
長�

赤
司
　
博
文�

広
報
室�

係
長�

（
　
　
　
）�

入
試
課�

課
員�

今
藤
　
　
覚�

広
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